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まちのニュースNEWS&NEWS 特別編

見て知って体験して「環境子ども会議」

　「令
和
５
年
度
内
子
町
環
境
子

ど
も
会
議
」
が
２
月
14
日
、
内
子

町
共
生
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　環
境
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
学
ぶ
体
験
型
学
習
会
と

し
て
毎
年
実
施
。
近
年
は
コ
ロ
ナ

禍
で
リ
モ
ー
ト
で
の
開
催
が
続
い

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
５
年
ぶ

り
に
町
内
全
て
の
小
・
中
学
校
か

ら
２
６
３
人
が
一
堂
に
集
ま
り
ま

し
た
。
写
真
は
会
場
近
く
の
小
田

川
河
川
敷
で
木
登
り
体
験
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
。
自
然
を
体
い
っ
ぱ

い
に
感
じ
て
楽
し
む
子
ど
も
た
ち

の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　内
子
町
は
２
０
５
０
年
の
二
酸

化
炭
素
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に

す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
う
ち

こ
」
を
目
指
す
宣
言
を
し
て
い
ま

す
。
目
標
の
達
成
に
は
、
ま
ず
は

私
た
ち
一
人
一
人
が
環
境
へ
の
関

心
を
深
め
、
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
回

は
内
子
町
の
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
、
身
近
な
環
境
問
題
に
触

れ
る
機
会
と
な
っ
た
学
習
会
の
様

子
を
紹
介
し
ま
す
。
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之介さん　大瀬小学校６年（本町２）

憧れの大谷翔平選手のように
二刀流になって活躍したい

　３年生の時から大洲ボーイズで硬式野球をしています。ポジ
ションはピッチャーとライトで、昨年からは４番を打っています。
初めは緊張もあったけれど、試合を重ねてマウンドでも打席で
も自信をもってプレーできるようになりました。ピッチングで
は大事な場面で投げることが多いので、ランナーがいても動揺
せず、冷静に投げることを心がけています。攻撃では、チャン
スでランナーを返すバッティングを意識しています。練習でしか
打ったことがないホームランを、いつか試合でも打ってみたいです。
　夢はプロ野球選手です。大谷翔

しょうへい

平選手のように二刀流で活躍
するのが目標です。相手を気迫で抑えるピッチングも、打ちに
くいボールを完璧に返すバッティングも、見ていて圧倒されま
す。僕もプロの世界で、攻撃と守備の両方でチームに貢献でき
る選手になりたいです。

◉五十崎宿間地区、山王橋近
くに咲く菜の花です（２月26
日撮影）。川沿い 300㍍ほど
が黄色く彩られていました。
撮影に協力してくれたのは松
本藍

あい

さん、翔
しょうたろう

太郎くん、かす
みちゃんです。藍さんは「地
元にこんなきれいな場所があ
るなんて。散歩するのも気持
ち良さそうなので、また家族
で見に来たい」と、一足早い
春の訪れを喜んでいました。
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まちのニュースNEWS&NEWS 特別編

見て知って体験して「環境子ども会議」

　「令
和
５
年
度
内
子
町
環
境
子

ど
も
会
議
」
が
２
月
14
日
、
内
子

町
共
生
館
で
開
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れ
ま
し
た
。
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に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
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験
型
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催
が
続
い

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
５
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。
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０
５
０
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ボ
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宣
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。
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の
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私
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ち
一
人
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環
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へ
の
関

心
を
深
め
、
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
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く
こ
と
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大
切
で
す
。
今
回

は
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未
来
を
担
う
子
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も
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ち
が
、
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な
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に
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介
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。



　

今
回
の
環
境
子
ど
も
会
議
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
８
つ
の
分
科
会
に
分

か
れ
て
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

小
学
生
は
廃
油
石
け
ん
作
り
や
Ｔ

シ
ャ
ツ
で
の
マ
イ
バ
ッ
ク
制
作
、
丸
太

切
り
体
験
な
ど
を
実
施
。
児
童
ら
は

町
内
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
地

域
団
体
な
ど
の
指
導
を
受
け
て
、
体

験
を
楽
し
み
な
が
ら
環
境
問
題
に
つ

い
て
考
え
ま
し
た
。

　

中
学
生
が
参
加
し
た
の
は
、「
町
が

え
探
し
で
考
え
る
脱
炭
素
社
会
」が

テ
ー
マ
の
分
科
会
。ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て
内
子
町
が
掲

げ
た『
か
わ
ら
な
い
よ
う
に
、か
え
て

ゆ
く
』と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
沿
っ

て
、
内
子
町
で
残
し
た
い「
か
わ
ら
な

い
も
の
」
と
、
残
す
た
め
に
必
要
な

「
か
え
て
ゆ
く
も
の
」を
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
考
え
ま
し
た
。

　

中
学
生
向
け
の
分
科
会
で
講
師
を

務
め
た
㈱
武
田
林
業
の
武
田
惇し

ゅ
ん
す
け奨

さ

ん
は
、
会
議
を
振
り
返
り「
環
境
保

全
の
た
め
に
は
ず
っ
と
我
慢
す
る
の

で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
好
き
な
こ

と
を
ど
う
脱
炭
素
社
会
に
結
び
つ
け

て
い
く
か
が
大
事
。
内
子
町
が
目
指

す
脱
炭
素
社
会
が
楽
し
い
も
の
に
な

る
よ
う
、
皆
さ
ん
と
考
え
て
い
き
た

い
」と
参
加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

見て知って体験して

残したいもの、
みんなで考えよう

NEWS&NEWS まちのニュース 特別編

1_丸太や石など、自然の素材を使った遊び
を楽しむ　2_水中の微生物を顕微鏡を作っ
て観察　3_河川敷でロープを使って木登り
4_環境に優しい食材である豆腐作り。おから
のドーナツをおいしそうに頬張る　5_丸太切
りはコツと力が必要　6_太陽光発電などエ
ネルギーについて学ぶ講座　7_使わなくなっ
たＴシャツがエコバッグに変身　8_廃油石
けん作りに挑戦　9、10、11_中学生が参加し
た「町がえさがし」　12_感想を発表する児童

み
ん
な
の「
好
き
」
を
み
つ
け
よ
う

1
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8

4
6

5
7

9

10
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日
本
消
防
協
会
長
表
彰

（
精
績
章
）

小
田
方
面
隊

小
田
分
団
　
分
団
長
　
松
本
福
輝

田
渡
分
団
　
　
団
員
　
西
山
富
雄

（
勤
続
章
）

内
子
方
面
隊

内
子
分
団
　
分
団
長
　
大
藤
　
聡

班
長
　
曽
根
和
也

団
員
　
西
岡
勝
敏

団
員
　
六
車
定
生

五
城
分
団
　
　
班
長
　
稲
田
彰
二

大
瀬
分
団
副
分
団
長
　
上
田
孝
浩

部
長
　
上
岡
好
行

団
員
　
福
見
光
生

団
員
　
山
崎
英
和

立
川
分
団
　
　
団
員
　
久
保
俊
二

団
員
　
藤
江
茂
雄

満
穂
分
団
　
　
部
長
　
上
田
雄
一
郎

団
員
　
稲
月
正
美

小
田
方
面
隊

参
川
分
団
　
　
部
長
　
梅
川
幸
治

団
員
　
嘉
野
忠
司

団
員
　
室
岡
勝
彦

小
田
分
団
　
　
班
長
　
上
野
昌
宏

団
員
　
藤
﨑
泰
三

田
渡
分
団
　
　
班
長
　
梅
木
雅
生

愛
媛
県
知
事
表
彰

（
功
労
章
）

女
性
分
団
　
　
部
長
　
尾
﨑
千
枝

内
子
方
面
隊

五
城
分
団
　
　
班
長
　
怱
那
喜
伴

団
員
　
横
田
正
直

小
田
方
面
隊

小
田
分
団
　
　
団
員
　
上
野
正
一

田
渡
分
団
　
　
班
長
　
水
田
　
誠

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
績
章
）

内
子
方
面
隊

内
子
分
団
　
分
団
長
　
大
藤
　
聡

立
川
分
団
　
　
団
員
　
水
野
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小
田
方
面
隊

田
渡
分
団
　
分
団
長
　
大
森
栄
次

（
勤
続
章
）

内
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五
城
分
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俊
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一
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五
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崎
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清
水
亀
久
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長
　
山
根
大
志

天
神
分
団
　
　
班
長
　
藤
田
　
徹

班
長
　
飛
野
一
弘

班
長
　
智
葉
　
誠

団
員
　
山
岡
康
久

平
岡
分
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班
長
　
松
岡
幸
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団
員
　
仲
田
清
生

団
員
　
川
本
　
学

団
員
　
脇
坂
健
一

団
員
　
福
岡
将
士

団
員
　
山
本
博
幸

小
田
方
面
隊

小
田
分
団
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長
　
三
浦
祥
道

親
子
団
員
表
彰

内
子
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面
隊

大
瀬
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団
　
　
班
長
　
宮
田
敦
義

女
性
分
団
　
　
団
員
　
宮
田
麻
巳
子

小
田
方
面
隊

参
川
分
団
　
　
団
員
　
室
岡
勝
彦

団
員
　
室
岡
康
平

感
謝
状

川
登
自
治
会
自
主
防
災
会

　
会
長
　
竹
田
義
明

中
田
渡
自
主
防
災
会

　
会
長
　
冨
岡
和
年

大
州
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

（
勤
続
章
）

女
性
分
団
　
　
団
員
　
大
森
邦
子

内
子
方
面
隊

内
子
分
団
　
　
団
員
　
曽
根
航
也

団
員
　
沖
永
雅
之

団
員
　
石
岡
星
治

団
員
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樹

五
城
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団
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原
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岡
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岡
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岡
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司
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史
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団
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員
　
稲
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一

団
員
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野
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小
田
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参
川
分
団
　
　
団
員
　
室
岡
康
平

団
員
　
松
野
弘
貴

小
田
分
団
　
　
団
員
　
松
本
義
行

田
渡
分
団
　
　
団
員
　
奥
谷
慎
一
朗

団
員
　
影
野
智
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（
規
律
章
）
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五
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宮
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也

大
瀬
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団
　
　
班
長
　
山
本
健
吾

団
員
　
高
岡
　
亮

団
員
　
森
本
開
秀

立
川
分
団
　
　
団
員
　
森
岡
　
勝

団
員
　
入
江
貴
祥

満
穂
分
団
　
　
団
員
　
宮
本
久
夫

団
員
　
山
本
祥
智

団
員
　
西
山
　
学

五
十
崎
方
面
隊

五
十
崎
分
団
　
団
員
　
鍜
治
岡
健
二

団
員
　
櫻
田
正
己

天
神
分
団
　
　
班
長
　
中
本
大
成

団
員
　
平
井
孝
明

団
員
　
渡
邉
清
博

団
員
　
向
井
英
二

平
岡
分
団
　
　
団
員
　
金
井
恭
兵

団
員
　
永
見
裕
輝

小
田
方
面
隊

参
川
分
団
　
　
団
員
　
中
田
貴
博

団
員
　
吉
川
伸
彦

小
田
分
団
　
　
団
員
　
稲
垣
雄
太
郎

団
員
　
納
堂
邦
弘

団
員
　
谷
口
　
航

※
順
不
同
、
敬
称
略

無
火
災
分
団

４
年
　
立
川
分
団
、
御
祓
分
団

３
年
　
田
渡
分
団

２
年
　
満
穂
分
団
、
平
岡
分
団
　

　
　
　
参
川
分
団

１
年
　
内
子
分
団
、
五
城
分
団
　

　
　
　
大
瀬
分
団
、
天
神
分
団

《
受
章
者
一
覧
》
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まちの安心・安全を担う567人が集結
「令和６年内子町消防出初式」

　「
令
和
６
年
内
子
町
消
防

出
初
式
」
が
２
月
18
日
、
内

子
運
動
公
園
で
開
か
れ
、
谷

岡
和か

ず
ひ
こ彦
団
長
以
下
５
６
７
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
式
典
で

は
車
両
点
検
に
続
い
て
、
小

田
分
団
が
ポ
ン
プ
車
操
法
、

大
瀬
・
五
十
崎
・
参
川
の
３

分
団
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
を

実
施
。
号
令
に
合
わ
せ
た
各

団
員
の
き
び
き
び
と
し
た
動

き
で
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。

　
谷
岡
団
長
は
関
係
各
所
の

消
防
活
動
に
対
す
る
支
援
に

感
謝
を
述
べ
、「
災
害
に
備

え
、
一
人
一
人
が
自
身
や
家

族
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
、

町
民
の
力
と
な
る
た
め
一
丸

と
な
っ
て
邁
進
す
る
よ
う
お

願
い
し
た
い
」と
団
員
へ
の
訓

示
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
団
員
や
関
係
者
の

消
防
活
動
へ
の
功
績
を
た
た

え
て
各
種
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。
受
章
者
を
代
表
し
て

田
渡
分
団
の
水
田
誠ま

こ
と

さ
ん

が「
今
後
も
伝
統
あ
る
消
防

精
神
を
継
承
し
、
安
心
安
全

の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
信
頼

さ
れ
る
消
防
隊
を
目
指
し
た

い
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

1_召集の号令で一同が整列。厳粛な雰囲気の中で式
典が行われた　2_小型ポンプ操法の披露。機敏な動
きを見せる団員の皆さん　3_小田分団によるポンプ
車操法　4_ラッパ隊の演奏が式典を彩った　5_団
員への訓示を述べた谷岡和彦団長。災害に備えて消
防団員が一致団結するよう呼び掛けた　6_親子団員
表彰を受けた大瀬分団・宮田敦義さんと女性部・宮
田麻巳子さん　7_女性部のアナウンスで式典を進行
8_暖かな日差しの中、入場行進する団員の皆さん
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町
の
歴
史
や
文
化
を
深
堀

り
す
る
全
３
回
の
講
座「
ふ

る
さ
と
学
の
ス
ス
メ
」
の
最

終
回
が
１
月
27
日
、
中
川
地

区
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

同
地
区
に
存
在
し
た
と

さ
れ
る「
居い

ば

い

の

倍
野
城
」
に
つ

い
て
学
ぶ
た
め
、
城
跡
を
憩

い
の
場
と
し
て
活
用
す
る
住

民
や
、
山
城
の
愛
好
家
ら
25

人
が
参
加
。
講
師
の
日
和
佐

宣の
ぶ
ま
さ正

さ
ん（
戦
乱
の
空
間
編

集
会
）
か
ら
山
城
や
地
形
の

特
徴
な
ど
を
学
び
、
城
跡
を

見
学
し
ま
し
た
。
日
和
佐
さ

ん
は「
戦
の
際
は
村
の
防
衛

拠
点
と
し
て
、
そ
の
後
は
住

民
の
集
う
場
と
し
て
、
大
切

に
さ
れ
て
き
た
と
分
か
る
場

所
」と
魅
力
を
語
り
ま
し
た
。

「
昔
は
手
漕こ

ぎ
の
ポ
ン
プ
。
水
を
飛
ば
す
の

に
も
苦
労
し
た
」と
振
り
返
る
大
野
さ
ん

現
地
に
残
る
相
撲
場
。「
形
が
よ
く
残
さ
れ

て
民
俗
的
価
値
も
あ
る
」と
日
和
佐
さ
ん

山
城
を
守
る
人
々
に
思
い
を
は
せ
て

「
第
３
回
ふ
る
さ
と
学
の
ス
ス
メ
」

地
域
の
消
防
防
災
に
尽
く
し
て
半
世
紀

大
野
薫
喜
さ
ん
に
瑞
宝
単
光
章

　

令
和
５
年
秋
の
叙
勲
の
受

章
者
が
11
月
３
日
付
け
で
発

表
さ
れ
、
消
防
功
労
者
と
し

て
大
野
薫し

げ
き喜
さ
ん（
77
）
＝

臼
杵
上
＝
が「
瑞
宝
単
光
章
」

を
受
章
し
ま
し
た
。

　

大
野
さ
ん
は
昭
和
40
年
に

旧
小
田
町
消
防
団
田
渡
分
団

に
入
団
し
、
平
成
10
年
か
ら

は
同
分
団
長
を
歴
任
。
退
任

後
に
再
入
団
し
て
75
歳
ま
で
、

半
世
紀
以
上
に
わ
た
る
消
防

活
動
で
地
域
の
安
心
・
安
全

の
た
め
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

受
章
に
つ
い
て
大
野
さ
ん

は「
体
が
動
く
う
ち
は
、
と

続
け
て
き
た
。
長
く
で
き
た

の
は
団
員
と
の
絆
、
集
う
楽

し
み
が
あ
っ
た
か
ら
」
と
仲

間
へ
の
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
か
ら
の
贈
り
物

大
谷
翔
平
選
手
が
小
学
校
へ
グ
ロ
ー
ブ
寄
贈

　

ア
メ
リ
カ
の
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
グ
で
活
躍
す
る
野
球
選

手
・
大
谷
翔し

ょ
う
へ
い平
さ
ん
か
ら
全

国
の
小
学
校
へ
、
少
年
用
グ

ロ
ー
ブ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

内
子
町
に
は
１
月
17
日
に
計

21
個
が
届
き
、
教
育
委
員
会

か
ら
町
内
の
各
小
学
校
へ
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

五
十
崎
小
学
校
で
は
大
谷

選
手
か
ら
添
え
ら
れ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
と
も
に
、
全
校
児

童
に
グ
ロ
ー
ブ
を
披
露
。
現

在
は
子
ど
も
た
ち
が
休
み
時

届
い
た
グ
ロ
ー
ブ
は
各
校
に
右
投
げ
用

が
２
個
、
左
投
げ
用
が
１
個
。
昼
休
み

に
野
球
を
楽
し
む
五
十
崎
小
の
５
年
生

間
な
ど
に
自
由
に
使
え
る
よ

う
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
昼

休
み
に
同
級
生
と
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
楽
し
む
上
味
翔か

け
る

さ

ん（
同
小
５
年
）は「
届
い
た

グ
ロ
ー
ブ
は
格
好
良
く
て
使

い
や
す
い
。
元
々
野
球
を
し

て
い
た
子
も
、
あ
ま
り
し
な

い
子
も
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
が

多
く
な
っ
た
。
学
校
で
野
球

を
す
る
子
が
も
っ
と
増
え
た

ら
試
合
を
し
て
、
み
ん
な
で

使
っ
て
み
た
い
」
と
目
を
輝

か
せ
ま
し
た
。

トップ選手と競い合った松井悠真さん
Ｕ－18・男子60㍍で６位入賞

　
「
２
０
２
４
年
日
本
室
内

陸
上
競
技
大
阪
大
会
」
が

２
月
２
・
３
の
両
日
、
大
阪

城
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
松
井

悠ゆ
う
ま真
さ
ん（
内
子
高
校
１
年
）

が
18
歳
以
下
・
男
子
60
㍍
の

部
に
出
場
。
決
勝
で
６
秒
95

の
タ
イ
ム
を
記
録
し
、
６
位

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
に
は
高
校
２
年
生

以
下
で
１
０
０
㍍
の
資
格
記

録
を
突
破
し
た
、
全
国
の
上

位
32
人
が
出
場
し
ま
す
。
松

井
さ
ん
は
60
㍍
の
種
目
も
、

室
内
で
の
大
会
も
初
挑
戦

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
大
会
前

に
足
を
負
傷
し
、
痛
み
と
不

安
の
中
で
迎
え
た
と
い
う
本

番
に「
予
想
以
上
に
緊
張
し

て
、
決
勝
で
は
予
選
の
タ
イ

ム
を
超
え
ら
れ
な
か
っ
た
」

と
悔
し
さ
が
滲
み
ま
す
。
そ

れ
で
も
松
井
さ
ん
は
大
会
を

振
り
返
り「
入
賞
は
家
族
や

先
生
、
仲
間
の
応
援
の
お
か

げ
。
全
国
レ
ベ
ル
の
選
手
と

競
い
合
え
て
、
い
い
経
験
に

な
っ
た
」と
語
り
ま
し
た
。

「試合前に先生から『楽しんで来い』と声をかけてもらい、緊張に
負けず勝負に臨めた。今後も、さらに高みを目指したい」松井さん

「
自
分
の
地
域
が
被
災
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
で

き
ま
す
か
」と
防
災
意
識
を
問
う
楠
本
さ
ん

鍵
は「
自
助
・
共
助
・
近
所
」の
支
え
合
い

大
瀬
地
区
で
防
災
を
学
ぶ
研
究
大
会

　
「
大
瀬
自
治
セ
ン
タ
ー
地
域

づ
く
り
研
究
大
会
」
が
２
月

16
日
、
同
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、64
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は　

消
防
防
災
科

学
セ
ン
タ
ー
の
楠
本
員か

ず
み
つ三

さ

ん
が「
災
害
に
強
い
自
主
防

災
組
織
を
目
指
し
て
」
と
題

し
て
登
壇
。
近
い
将
来
に
発

生
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
特
徴
や
、
避
難
所

運
営
の
事
例
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。
楠
本
さ
ん
は「
自

分
と
家
族
が
助
か
ら
な
い
と

地
域
の
活
動
は
で
き
な
い
。

災
害
は
思
っ
た
通
り
に
は
来

な
い
の
で
、
自
分
が
被
災
す

る
と
い
う
意
識
と
、
避
難
す

る
勇
気
を
持
っ
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
ち
の
景
観
形
成
の
意
義

を
考
え
る「
内
子
町
景
観
ま

ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

２
月
22
日
、
内
子
自
治
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

５
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
今

回
は
、
愛
媛
大
学
大
学
院
理

工
学
研
究
科
准
教
授
の
白
柳

洋ひ
ろ
と
し俊
さ
ん
が「
地
域
づ
く
り
に

向
け
た
公
共
デ
ザ
イ
ン
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
。
全
国
の
事

例
を
紹
介
し
、「
ま
ち
の
公
共

的
な
空
間
が
景
観
と
し
て
つ

な
が
る
と
相
乗
効
果
が
生
ま

れ
る
」「
先
人
が
守
っ
て
き
た

景
観
を
時
代
に
合
わ
せ
て
調

整
す
る
の
が
大
切
」と
説
明
し

ま
し
た
。
約
60
人
が
熱
心
に

聞
き
入
り
、
講
演
後
は
多
く

の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
将
来
像
を
共
有
し
、
皆
さ
ん
で
協
働
で

き
る
方
法
を
考
え
よ
う
」
と
白
柳
さ
ん

人
、
場
所
、
時
間
を「
景
観
」で
つ
な
ぐ

内
子
ら
し
い
風
景
づ
く
り
の
学
習
会

（一財）
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　立川小学校のシイタケ植菌体験が２月 16 日、同校で
開かれました。林業研究グループや森林組合、愛媛県の
協力で毎年開催。児童らはシイタケに含まれる栄養素な
どを学んだ後、用意された 45 本のクヌギに次々と植菌
しました。同グループ会長の梅岡茂

しげのり

則さんは「立川地区
でも多く作られる原木シイタケに関心を深めてもらい、
将来の作り手が増えたらうれしい」と語りました。

キノコの菌、この木に叩こう
立川小でシイタケ栽培の学習会

　「内子町社会福祉大会」が２月17日、共生館で開かれ
ました。社会福祉功労者表彰などの後、全盲のシンガー
ソングライター・堀内佳

けい

さんが講演。障がいに寄り添って
くれた両親とのエピソードを紹介し、「独学で身に付いた
箏
こと

みたいな弾き方」というギターで７曲を披露しました。
堀内さんは「人と違っても恥ずかしがらないで。幸せの
形も人それぞれ。みんな幸せになれよ」と呼びかけました。

客席に響いた力強い歌声とメッセージ
「いま・しあわせに生きるために」

ドリルで穴を開けた原木に、金づちで菌を打ち込む

　「第 50 回子どもマラソン大会」（内子小学校、内子・
城廻愛護班連絡会共催）が２月９日、同校周辺のコース
で開かれました。児童 282 人が参加し、ピストルの合図
で元気いっぱいにスタート。頬を真っ赤にして走る姿に、
沿道から大きな声援が送られました。５年連続で１位に
輝いた山根依

よ り と

士さんは「しんどかったけれど、家族の応
援に力をもらった」と受賞を喜びました。

節目の50回大会も全力疾走
内子小学校「子どもマラソン大会」

最後の力を振り絞る２年生。ゴールまであと少し

小田地区の歴史ある剣道大会
昭和31年から続く伝統に幕

　「小田地区青少年剣道大会」（小田剣道会主催）が２月
11 日、小田小中学校体育館で開かれました。最後の開
催となる今回は、東京都で活動する武蔵野剣道会が高校・
一般の部で友情出場。地元の剣士と白熱した試合を見せ
ました。大会長の大竹浩

こういち

一さんは「由緒ある大会が幕を
下ろすのは名残惜しい。剣道文化を残すため、今後も剣
士の育成に努めたい」と気持ちを新たにしました。子どもから大人まで、剣士 30人が技を競い合った

笑顔で話す堀内さん。「俺幸せやな」が口癖だそう

◉「うちこ往来」は身近な町の情報を伝えるコーナーです。皆さんからの情報を
　お待ちしています。　　　総務課　広報・広聴係　☎０８９３（４４）６１５１
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　大瀬中学校１年生の授業の一環で、程内地区の「風の
谷うちこおろぎファーム」の見学が２月８日に行われま
した。地域の産業から身近なＳ

エスディージーズ

ＤＧｓを学ぼうと、生徒
らは食用コオロギの飼育場を見学し、販売用の袋詰め作
業を体験。試食では「ポテトチップスみたいな味」と声
を弾ませ、「栄養豊富で環境にも優しいと分かって驚き」
「昆虫を食べる未来が楽しみ」と感想を話しました。

栄養もインパクトも満点！
中学生が県内唯一のコオロギ養殖場を訪問

　結婚 50 年の節目を祝う「金婚祝賀会」（内子町社会福
祉協議会４分会主催）が２月６日、内子自治センターで
開かれました。昭和 48 年度に結婚した 11 組が参加し、
記念撮影や祝いのダンス、音楽演奏などを楽しみました。
岡本實

じ つ お

男さん・節
せ つ こ

子さん夫婦＝石畳９＝は「仕事や子育て
に大忙しだった50年。皆さんの支えに感謝し、次はダイヤ
モンド婚を目指したい」と参加者代表の謝辞を述べました。

思い出が詰まった半世紀をお祝い
これからも仲良くお元気で――

豆を握りしめ、鬼に立ち向かう園児たち

　内子幼稚園の豆まきが２月２日、同園で開かれました。
園児らは「泣き虫鬼やわがまま鬼など、心の中の悪い鬼
も退治しよう」と説明を受け、園庭で豆まきに挑戦。突
然現れた鬼に驚きながらも「鬼は外ー」と勢いよく豆を
投げていました。園長の大森彩

あや

さんは「友達に優しくし
たり苦手なことに挑んだり、心の鬼をやっつけようと頑
張る子どもたち。健やかに大きく育って」と話しました。

心の中にいる悪い鬼も退散
内子幼稚園で元気いっぱいの節分行事

参加者によって選句された作品が順に読み上げられた

　恒例の「第 45 回内子町新春俳句大会」（内子町文化協
会主催）が１月 28 日、共生館で開かれました。53 人の
参加者から投句された 106 作品から、せきれい俳句会主
幹の毛利喜

の ぶ こ

子さんら特別選者による選句や、参加者の互
選により優秀作品が決定。最高賞の内子町長賞には、隅
田陽

よ う こ

子さん＝大洲市＝が詠んだ「いたはりのことばのや
うに暖炉燃ゆ」の一句が選ばれました。

初春に思いをつづる十七音
「内子町新春俳句大会」

内子保育園の子どもたちがダンスでお祝い

販売される乾燥コオロギの検品や袋詰めを体験
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おめでとう はじめてのバースデー
HAPPY BIRTHDAY

３月に満１歳になる子どもたちを紹介します。

大
井

　莉り

こ來
ち
ゃ
ん

　岡
第
２

遊
ぶ
の
大
好
き
♡

　こ
れ
か
ら
も
元
気

に
大
き
く
な
る
ぞ
！

3.29

室
岡

　咲さ

と杜
く
ん

　上
川
中
央

食
べ
る
の
大
好
き
！

　歯
磨
き
も
頑
張

り
ま
す
！

3.1

上
森

　心こ

は

る晴
ち
ゃ
ん

　柿
原

に
こ
に
こ
笑
顔
に
︑
み
ん
な
癒
さ
れ
ま

す
︒
元
気
い
っ
ぱ
い
育
っ
て
ね
♡

3.27

\今月
の食改さん/

「はじめてのバースデー」への

掲載案内は、誕生月の前々月上

旬にお送りしています。

ぜひ、応募してください。

平野自治会館近くで撮影した蝋梅。
かわいい黄色い花に心癒されます。

hachibeiyさん

上川地区にあるしだれ梅。撮影中、ウ
グイスの鳴き声も聞こえたそうです。

noah.123456yaさん

ＱＲコードをスキャンする
と簡単に見られます。

見るだけでも楽しめるよ。
ぜひ、フォローしてみてね！

「うちコト」では内子の日常や暮らし、風景など内子
のコトを発信中です。皆さんもインスタグラムの投
稿に「＃うちコト」を付けて内子町の魅力を発信して
みませんか。

uchikoto_of f icial

INSTAGRAM

内子のいいとこ「うちコト」
＼みんなが見つけた／ 今回は「＃うちコト」を付けて投稿してくれた中から、

春の訪れを感じる花の景色を３つ紹介します。

t.fukuocaさん

道の駅からりで見たスイセンの群生。
内子の映えスポットになりそう。

な

ろ
ば

ひ

み
ん

の

FROM  ME  TO  YOU

みんなでつないでリレーエッセイ

季節の一皿
SPECIAL DISH
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私
は
12
年
前
、
母
の
認
知
症
が

進
ん
で
き
た
こ
と
も
あ
り
、
定
年

ま
で
３
年
を
残
し
て
勤
め
て
い
た

郵
便
局
を
退
職
し
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
の
時
間
に
追
わ
れ
る
毎
日
か

ら
解
放
さ
れ
、
天
気
や
自
分
の
都

合
で
大
方
の
こ
と
が
や
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
家
に
は
広
く
は
な
い
け
れ
ど

畑
が
あ
り
ま
す
。
ず
っ
と
前
か
ら

野
菜
は
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
退

職
を
機
に
本
腰
を
入
れ
て
や
ろ

う
と
入
門
書
を
買
っ
て
き
ま
し

た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｅ
テ
レ
の『
や
さ
い

の
時
間
』の
講
師
が
書
い
た
も
の

で
、
テ
レ
ビ
で
も
野
菜
の
育
て
方

が
見
ら
れ
、
初
心
者
に
は
大
変
役

に
立
ち
ま
し
た
。
そ
れ
で
も「
土

を
作
っ
て
、
種
ま
き
や
苗
植
え
さ

え
す
れ
ば
大
き
く
な
る
」と
頭
の

ど
こ
か
で
思
っ
て
い
た
の
で
、
ラ

デ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
は
葉
っ
ぱ
を
き

れ
い
に
虫
に
食
べ
ら
れ
、
哀
れ
な

も
の
で
し
た
。
今
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ

や
サ
ツ
マ
イ
モ
、里
芋
、大
根
な
ど

の
根
菜
は
、
満
足
い
く
も
の
が
取

れ
始
め
ま
し
た
。
内
子
高
校
小
田

分
校
の
寮
生
に
月
２
回
食
事
を
提

供
し
て
い
る
、
通
称「
お
ば
ち
ゃ

ん
食
堂
」で
も
使
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　
太
陽
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
た
野
菜

は
や
っ
ぱ
り
お
い
し
い
。
大
根
は

ち
ょ
っ
と
苦
味
が
あ
り
、
子
ど
も

の
頃
は
そ
ん
な
に
好
き
で
は
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
今
は
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
ま
す
。
お
で
ん
で
煮
込

ん
で
い
く
と
苦
味
が
溶
け
出
し
、

練
り
物
か
ら
出
る
塩
分
と
合
わ

さ
っ
て
、皿
の
底
に
た
ま
る
つ
ゆ
、

こ
れ
が
ま
た
お
い
し
い
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
葉
物
野
菜
や
夏
野
菜

も
上
手
に
作
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
を
お
い
し

く
元
気
に
過
ご
し
た
い
で
す
。

▼
次
は
︑
宮
内
和
人
さ
ん
=
寺
成  

　=
に
お
願
い
し
ま
す
︒

①カブは皮をむき1㌢角に切る。
②梅干しは種を取って粗く刻む。
③フライパンに油を熱し、カブを
　入れて中火で炒める。透き通っ
　てきたらⒶを加えて味を絡める。
④塩と刻んだカブの茎を加えて、
　さっと炒め合わせる。
⑤火を止めてごはんと梅干し、ご
　まを加えて混ぜ合わせたら完成。

●作り方

カブの梅ごはん

カブ１個／梅干し２
個／ごはん600㌘／
油大さじ３／Ⓐ酒大
さじ２、砂糖小さじ
１、しょうゆ大さじ
1/2 ／食塩１つまみ
／ごま大さじ2/3

●材料（５人分）

伊
達

　邦く
に
あ
き明

さ
ん
（
69
） 

 

=
小
田
上
=

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
を

　お
い
し
く
元
気
に

\今月
の食改さん/

監修　内子町食生活改善推進協議会

松田代
よ り こ

里子さん
＝大久喜＝
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使ってみよう
えひめＡＩｰ１

　「
え
ひ
め
Ａあ

い

い

ち

Ｉ-

１
」は
自
然
由

来
の
成
分
で
作
ら
れ
た
環
境
に

優
し
い
液
体
で
す
。
水
質
浄
化
や

悪
臭
防
止
な
ど
の
効
果
が
あ
る

の
で
、
利
用
す
る
家
庭
が
増
え
る

と
、
河
川
の
水
質
保
全
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
内
子
町
で
は
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ン
・

ラ
ブ
の
協
力
に
よ
り
、
無
料
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
配
布
場
所
は
役

場
本
庁
・
内
子
分
庁
・
小
田
支
所
・

自
治
セ
ン
タ
ー
・
自
治
会
館
な
ど

で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
使
う
場
所
と
使
い
方

▽
流
し
場
　
就
寝
前
に
50 

㎖
ほ
ど    

　
流
す
と
、
排
水
管
の
ぬ
め
り
や

　
臭
い
の
防
止
に
な
り
ま
す
。

▽
生
ご
み

　50 

㎖
ほ
ど
か
け
る
と
、

　
悪
臭
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

▽
ト
イ
レ
　
使
用
後
、１
０
０ 

㎖
ほ

　
ど
流
す
と
汚
れ
が
付
き
に
く
く

　
な
り
、臭
い
も
軽
減
し
ま
す
。浄

　
化
槽
も
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

●
注
意
事
項

▽
配
布
場
所
に
よ
っ
て
は
、
持
ち

　
帰
る
た
め
の
容
器
が
必
要
で
す
。

　
空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
お

　
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
一
度
に
大
量
の
え
ひ
め
Ａ
Ｉ-

１

　
を
流
し
て
も
効
果
は
上
が
り
ま

　
せ
ん
。
目
安
の
量
を
守
り
、
継

　
続
し
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

環
境
政
策
室

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
９

VOICE

まちの声

□住まなくなった家があるの
ですが、使ってもらう方法は
ありますか。（60代女性）
■内子町には空き家バンク
の制度があります。住まなく
なった家を売買物件や賃貸
物件として、町のホームペー
ジで紹介し、「売りたい・貸

したい人」と「買いたい・借
りたい人」のマッチングを支
援するものです。詳しくは係
までご相談ください。

【問い合わせ】
総務課　定住促進係
☎０８９３（４４）６１５１

空き家を使ってほしい

乳酸菌や納豆菌などを発酵
培養した液体。微生物の力
で有機物を分解する

「広報うちこ」３月号を読んで、①～⑥
番の丸印をひらがな・カタカナでうめ
てください。小さい「っ」「ゅ」や、「が」
などの濁音も一文字とします。「●」の
文字を①番から順につなぐと、ある言
葉になります。どんな言葉でしょう。

応募方法：　
ハガキに答え、氏名、住所、年齢を書
いて送ってください（１人１通まで）。
正解者の中から抽選で 10人に図書
カード（500円）をプレゼントします。
宛て先：〒７９５－０３９２
内子町役場　総務課　広報・広聴係
締め切り：３月31日（消印有効）
当選者発表：「広報うちこ」５月号

答え「こままわし」　正解数50
•力石　浩子さん　（内子19第１）
•大森　弘美さん　（田中）
•中井　利夫さん　（北深）
•山本　　均さん　（石畳９）
•松下ヤス子さん　（鳥越）
•高山　亜弥さん　（平野）
•立脇　圭子さん　（打木）
•樽古ムツ子さん　（中通り）
•池田　丈晴さん　（東温市）
•中岡　弘子さん　（埼玉県）

●１月号当選者の皆さん

① テーマはトリニダード・トバゴの「●○
　○○○」。国際理解講座を開催しました
②町の文化や歴史を深堀りする「●○
　○○○○○○○○」を中川地区で開催
③申し込みは４月 10日まで。年に一
　回は「○●○○」を受けましょう
④二人の幸せな生活の始まりをサポー
　ト。結婚「●○○○○○」支援事業
⑤夢に登場した石岡信之介くん。憧れ
　は「○○○○○●○○○」選手
⑥内子高校１年の「○○○○●○」さ
　ん。陸上競技の男子60㍍で全国６位
　に輝きました 内子町の人☆キラリ

TOWN'S  STAR

HELLO!!!
FROM  AROUND  THE  WORLD
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国際交流員
ジェニファー・ナーゲンラウフト

Jennifer Nagenrauft

侍になって江戸時代にタイムスリップ

　昨年 11 月に友人と栃木県日光
市を訪れました。楽しみにしてい
た紅葉は終わっていたので、「江
戸村」へ行くことにしました。江
戸時代の町を再現した遊園地で、
当時の生活を体験できます。
　現地では江戸の服装に着替える
ことができます。料金が高くて迷
いましたが、「人生は一度きりだ
から思い切り楽しもう」と、侍に
変身。げたを履いて刀を手に、武
士になりきって町中を散策しまし
た。初めに向かったのは「江戸生
活文化伝承館」です。ここでは口
紅や箒

ほうき

など、昔から伝わる職人の
技を写真や動画で学びました。次
に「地獄寺」というお化け屋敷を
冒険。鬼や閻

えん

魔で地獄が表現され、
リアルな人形に驚きました。一番、

印象的だったのは「忍者修行の館」
です。天井や壁が傾く建物の中で、
忍者に必要な平衡感覚を鍛える修
行の場で、重力がなくなったよう
な不思議な感覚を体験しました。
迷宮から脱出する「忍者仕掛迷路」
も面白く、進む方向を日本のこと
わざで案内してくれます。言葉は
違うけれど、ドイツにも同じ意味
の表現があり興味深かったです。
花
おいらん

魁ショーは本当に江戸時代に来
たと錯覚するほど見事でした。　
　江戸村は期待以上に楽しくて、
忘れられない一日になりました。
たくさん写真を撮ったので、タイ
ムスリップした証拠も残せました
（笑）。皆さんも機会があればぜひ、
時代を超えた旅を楽しんでみてく
ださいね。

城戸　美
み さ

佐さん（49）=西沖=

希望をくれた春の回り道

　心温まる話などを募集する「愛
えがお

顔感動ものがたり」
のエピソード部門（一般）で、城戸美佐さんが最優秀
作品に贈られる知事賞を受賞しました。作品名は「回
り道」。妊娠９カ月のときに体調不良で病院を受診
した帰り、利用したタクシーの運転手さんが見せて
くれた菜の花畑と、優しい心遣いをつづりました。
　城戸さんは「２度流産したことがあり無事に産め
るか不安だったけれど、一面に輝く菜の花に『きっ
と大丈夫』と希望を持てた。人生には回り道をした
からこそ見えることがある、と運転手さんが教えて
くれたようだった。その温かさもうれしかった」と
22 年間、ずっと伝えたかったという感謝の気持ち
があふれます。
　「春が来るたびにあの風景と運転手さんの優しさ
を思い出す」とほほ笑む城戸さん。「私が運転手さ
んの優しさに前向きな気持ちをもらったように、日
常の中には人の温かさや小さな幸せがたくさんあ
る。このエピソードが誰かの希望になればうれしい」
と笑顔で話しました。
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事務局　内子分庁３階
☎ ０８９３（４４）２１１４
fax０８９３（４４）６１３７
　 http://utia.jp/
　 kokusai@town.uchiko.ehime.jp

UTIA Uchiko  Town  International  Association

内子町国際交流協会の情報誌「ゆうてぃあ」
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VOL.275

　

　当協会では外国語を学べる講座を開講しています。どの
コースも初回は無料で見学できるので、自分に合った講座
を見つけてください。希望者は事務局までご連絡ください。

外国語講座の受講生を募集

個性あふれるヘッドバンドを着けた参加者

VOL.275

　国際理解講座を１月26日、内子自治センターで開催しまし
た。トリニダード・トバゴ出身のＡＬＴ・パトリシアさんが、母
国の一大イベントであるカーニバルを紹介しました。参加者
は行事の始まった背景や楽しみ方、パレード当日の様子を教
わった後、カーニバルで身に着けるヘッドバンド作りに挑戦。
羽飾りやビーズなどで思い思いのデザインに仕上げました。

トリニダード・トバゴの祭りを体験
ブラジル・イタリアに並ぶ世界三大カーニバル

英語 ドイツ語
Deutsch

《全講座共通事項》
●開講期間　４月～７年３月
●場所　内子自治センター
●対象　高校生以上
※ＡＬＴ＝外国語指導助手、ＣＩＲ＝国際交流員

講座３　「Let’s talk about the world.」
●先生　ＡＬＴ
●開催日時　木曜日　午後７時30分～９時
●受講料（１回）　高校生500円、社会人1,000円
●内容　世界の出来事について、英語で話します

講座２　「英語で伝えましょう」
●先生　ＡＬＴ
●開催日時　水曜日　午後７時30分～８時30分
●受講料（１回）　500円
●内容　中学程度の英語で身近なことを表現します

講座１　「英語の世界へようこそ」
●先生　日本人講師・ＡＬＴ（月２回程度）
●開催日時　火曜日　午後７時～８時
●受講料（１回）　500円
●内容　英語を基礎から学びます

講座２　「もっと！　ドイツ語を学びましょう」
●先生　ＣＩＲ
●開催日時　水曜日　午後８時15分～９時15分
●受講料（１回）　500円
●内容　初級文法を一通り習った人向け

講座１　「Guten Tag!  からはじめるドイツ語」
●先生　ＣＩＲ
●開催日時　水曜日　午後７時～８時
●受講料（１回）　500円
●内容　ドイツ語を基礎から学びます

English

\ C
hallenge! /

　

図
書
館

　へ
行
こ
う

広報うちこ   2024. 3 16

●「
第
四
次
内
子
町
子
ど
も
読
書
活

　動
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た

　
６
年
度
か
ら
５
年
間
は
、「
生
涯

に
わ
た
っ
て
読
書
に
親
し
む
子
ど
も

を
育
て
る
読
書
活
動
の
推
進
」を
目

標
に
、
子
ど
も
の
読
書
習
慣
の
形
成

を
目
指
し
ま
す
。

●
令
和
５
年
度
読
書
マ
ラ
ソ
ン

　
今
年
度
も
季
節
ご
と
に
４
回
実

施
し
、
延
べ
３
８
０
人
が
挑
戦
し
て

３
１
３
人
が
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

来
年
度
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
フ
ァ
ミ
読
賞
決
定

　
読
者
お
す
す
め
の
フ
ァ
ミ
読
本
を

紹
介
す
る
カ
ー
ド
や
ポ
ッ
プ
、
創
作

絵
本
な
ど
計
68
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
20
人
に
フ
ァ
ミ

読
賞
を
贈
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
応

募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

介紹書図着新 その他の新着情報はホームページをご覧ください。

♣一般図書 ♥児童図書

光源氏ものがたり
田辺聖子／著

恋愛も政治も描かれた『源氏物語』
の全貌を、人間の成長と運命の転変
をキーワードに紐

ひも
とく。『桐壺』から

『真木柱』までを収録

ゆめぎんこう
コンドウアキ／著

お客さんの夢を買ってあめに変え、
それを売る「ゆめぎんこう」の店主・
ぺんぺん。ある日、夢を取りに来て
ほしいという依頼が入って……

５秒後に意外な結末　ミダス王
の黄金の指先　   桃戸ハル／編著

恐怖、笑い、感動……。驚きの結末
が描かれた 100話を収録。イラスト
レーター u

ウシ
siの挿絵で楽しむ、一度読

んだらクセになる短編集

ガウディ
サラ・バルテール／文

地球上で最も個性的な建築家と呼ば
れたアントニ・ガウディ。「サグラダ・
ファミリア」や「ミラ邸」などの傑作
とともに、彼の人生を紹介する

まんがでわかる！　息子のトリセツ 
黒川伊保子／著

ぼんやりしているのは発見や発想の
力を高めている証拠。男性脳を知り
尽くした脳科学者が、男の子を伸ば
す育て方を漫画とともに解説する

東京ディズニーシーパーフェクトガイ
ドブック　ディズニーファン編集部／編

2024年６月にオープンする新エリア
「ファンタジースプリングス」を含む、
東京ディズニーシーのアトラクション
やグッズ情報などを多数掲載

〒７９１-３３０１

内子町内子３４２７番地

☎０８９３（４４）４１９８

開館時間：午前９時30分～

午後６時（月曜日・月末整理

日は休館日）

内子町図書情報館

詳しい情報はホー
ムページで紹介し
ています。併せて
ご覧ください▶

  ●
企
画
展

▽
「
手
作
り
紙
芝
居
・
創
作
絵
本
・

　フ
ァ
ミ
読
カ
ー
ド
・
ポ
ッ
プ
展
」

●
お
す
す
め
図
書
コ
ー
ナ
ー

▽
心
の
健
康
―
自
分
を
大
切
に
―

●
お
は
な
し
会

▽
土
曜
日
・
午
後
２
時
〜

●
文
学
講
座

▽
３
月
９
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

●
絵
本
セ
ラ
ピ
ー

▽
３
月
23
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

３
月
の
予
定

●
図
書
寄
贈
の
お
礼

▽
井
野
優ゆ

う
じ二
様
／
森
長
照て

る
ひ
ろ博
様
／

　
岡
田
有ゆ

り

こ

利
子
様（
い
よ
本
プ
ロ
ジ
ェ

　
ク
ト
運
営
委
員
）／
㈱
西
渕
工
務

　
店
様
／
内
子
町
郷
土
研
究
会
様

　（
順
不
同
）
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地
区
）山
田
明
／
門
田
浩
／
山
岡

　
愛
利
／
橋
本
洋
三
／
石
丸
千
鳥

　（
五
十
崎
地
区
）
小
島
誠
二
／
中

　
野
晴
夫（
小
田
地
区
）古
田
勝
美

《
新
た
に
町
内
で
開
院
し
た
人
へ
》

　
補
助
券
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
に
は
、施
術
者
が
内
子
町
の
指
定
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
１
２
９
４
５
４

【
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課
　
高
齢
者
福
祉
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
４

　
町
内
で
利
用
で
き
る
、
は
り
・

き
ゅ
う
・
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
補

助
券
を
交
付
し
ま
す
。
指
定
施
術
者

に
補
助
券
を
提
出
し
て
、
差
額
分
を

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

●
対
象
年
齢
／
補
助
の
内
容

▽
40
～
64
歳
／
１
回
７
０
０
円

▽
65
歳
以
上
／
１
回
１
０
０
０
円

※
年
度
内
で
１
人
４
枚
交
付

●
申
請
方
法
　
保
健
福
祉
課
・内
子
分

　
庁・
小
田
支
所
の
い
ず
れ
か
で
申
請

●
申
請
受
付
　
３
月
18
日（
月
）
～

●
指
定
施
術
者（
敬
称
略
）　（
内
子

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
施
術
補
助
券
を
交
付
し
ま
す

　
時
～
午
後
１
時

●
場
所
　
町
家
資
料
館

●
対
象
　
町
内
の
小
学
生

●
参
加
費
　
無
料（
先
着
10
人
程
度
）

※
参
加
者
１
人
あ
た
り
白
米
１
合
を

　
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

歴
史
民
俗
資
料
館（
商
い
と
暮
ら
し

博
物
館
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）５
２
２
０

　「
町
並
み
で
あ
そ
ぼ
」は
昔
の
食
事
が

テ
ー
マ
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
で
す
。か
ま
ど

で
炊
い
た
ご
飯
を
食
べ
た
り
、本
を
読

ん
だ
り
し
て
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
　
３
月
23
日（
土
）
午
前
10

簡
易
か
ま
ど
と
民
具
で
昔
の
食
事
を
体
験

　春は引っ越しの機会が増える時期です。住まい
が変わったときは住所変更などの手続きが必要で
す。マイナンバーカードの更新も必要ですので、忘
れずに持参してください。

●受付日時　平日の午前８時30分～午後５時15分
※日祝日の翌日は窓口が混み合い、待ち時間が長
　くなる場合があります。
●受付場所　住民課、内子分庁、小田支所
●主な手続き

●必要書類　本人確認書類、委任状(代理人の場合)
※転入届の手続きには転出証明書が必要です。
《本人確認書類について》
●１点で確認できるもの　マイナンバーカード、運
　転免許証、パスポート、在留カードなど
●２点必要なもの　健康保険証、年金手帳、学生
　証、社員証など
《転出届はオンライン手続きが便利》
　マイナンバーカードがある人は、転出の届出がマ
イナポータルからオンラインでできます。カードの
暗証番号を事前にご確認ください。
●注意事項
▷任意代理人の場合は手続き完了まで数日かかり
　ます。余裕を持ってお手続きください。
【問い合わせ】
住民課　受付係
☎０８９３（４４）６１５２

住まいが変わったら
住所変更の手続きが必要です

町家資料館の外観

ＩＤ

区分 届出の種類 届出期間

町外へ引っ越す
とき 転出届 転出のおおむね14日前

から

町外から引っ越
してきたとき 転入届 住み始めた日から14日

以内

町内で引っ越し
をしたとき 転居届 引っ越しの日から14日

以内

詳しくは内子町のホームページをご覧ください。
　 １３０４５４ＩＤ

町からのお知らせ
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▽
受
講
料（
月
額
）　
５
０
０
円

▽
定
員
　
若
干
名

❷
生
花
教
室

▽
日
時
　
第
２
・
４
水
曜
日
　
午
後

　
６
時
30
分
～
９
時
30
分

▽
指
導
　
土
居
美
代
子
さ
ん

▽
受
講
料（
月
額
）　
２
５
０
０
円

▽
定
員
　
16
人

❸
押
花
教
室

▽
日
時
　
第
３
月
曜
日

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
指
導
　
西
渕
和か

ず
み美
さ
ん

▽
受
講
料
　
実
費（
材
料
費
）

▽
定
員
　
若
干
名

❹
小
学
生
習
字
教
室

▽
日
時
　
土
曜
日

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

▽
指
導
　
生
口
天て

ん
ら
い籟
さ
ん

▽
受
講
料（
月
額
）　
８
０
０
円（
１

　
家
庭
か
ら
２
人
の
場
合
は
１
０
０
０

　
円
、３
人
の
場
合
は
１
２
０
０
円
）

▽
定
員
　
各
学
年
10
人
程
度

※
新
規
申
込
者
の
保
護
者
説
明
会
を

　
４
月
６
日（
土
）
午
後
１
時
か
ら

　
開
き
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
福
祉
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
４
１
０

《
講
座
の
受
講
生
募
集
》

　
う
ち
こ
福
祉
館
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
伝
統
文
化
や
芸
術
な
ど
を
学
ぶ
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
１
講
座
か
ら
受
講
で
き
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
各
講
座
共
通

▽
受
講
資
格
　
町
内
在
住
の
人

▽
申
込
方
法
　
う
ち
こ
福
祉
館
に
あ

　
る
申
込
用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。

▽
申
込
期
限
　
３
月
22
日（
金
）

❶
茶
道
教
室

▽
日
時
　
第
１
・
３
水
曜
日
　
午
後

　
６
時
30
分
～
９
時
30
分

▽
指
導
　
土
居
美み

よ

こ

代
子
さ
ん

文
化
、
芸
術
に
気
軽
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か

う
ち
こ
福
祉
館
の
各
種
講
座
の
ご
案
内

生花教室の様子

　内子町では新婚世帯がより良い環境で生活をス
タートできるよう、新居の購入や引っ越しなどの
費用を補助します。
●対象世帯　次の①～③のすべてに該当する世帯
①６年３月１日～７年３月31日に婚姻した夫婦
②婚姻日時点で夫婦ともに39歳以下
③世帯所得が500万円（29歳以下は660万円）未満
●対象経費 
※６年４月１日～７年３月31日に支払った費用
▷住宅の購入費、リフォーム費、家賃、敷金、礼金、
　共益費、仲介手数料、引っ越し業者または運送
　業者に支払う実費
▷省エネ時短家電の購入費（29歳以下のみ）

●補助金額
▷29歳以下　上限80万円または40万円
※省エネ時短家電の購入費を含みます。上限額は
　所得金額によって変わります。
▷30 ～ 39歳　上限30万円
●申請方法　事前にご相談ください。その上で所
　定の用紙に対象経費の領収書を添えて提出して
　ください。
※詳細は内子町のホームページをご覧ください。
　１３８０３７
【申請・問い合わせ】
総務課　政策調整班
☎０８９３（４４）６１５１

ＩＤ

二人の幸せな生活の始まりをサポート二人の幸せな生活の始まりをサポート

結婚新生活結婚新生活
支援事業支援事業
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　　新規会員を募集中

　
役
場
や
学
校
な
ど
に
お
け
る
環
境

配
慮
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
町
民

の
目
線
で
共
に
考
え
、
目
標
の
設
定

や
達
成
状
況
の
確
認
を
し
て
、
意
見

や
提
案
を
行
い
ま
す
。

●
募
集
人
数
　
若
干
名

●
任
期
　
７
年
３
月
31
日
ま
で

●
応
募
要
件
　
平
日
の
会
議
に
出
席

　
で
き
る
人

《
共
通
事
項
》

●
応
募
方
法
　
３
月
25
日（
月
）ま
で

　
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
】

環
境
政
策
室

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
９

《
❶
内
子
町
５
Ｒ
推
進
委
員
》

　
ご
み
削
減
の
５
つ
の「
Ｒ
」、
①
ご

み
に
な
る
も
の
を
断
る（R

リ
フ
ュ
ー
ズ

efuse

）、

②
ご
み
を
減
ら
す（R

リ
デ
ュ
ー
ス

eduse

）、
③

再
利
用
す
る（R

リ
ユ
ー
ス

euse

）、
④
リ
サ
イ

ク
ル
す
る（R

リ
サ
イ
ク
ル

ecycle

）、
⑤
修
理
し

て
使
う（R

リ

ペ

ア

epair

）
の
取
り
組
み
や

分
別
の
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
共
に

考
え
、
意
見
や
提
案
を
行
い
ま
す
。

●
募
集
人
数
　
若
干
名

●
任
期
　
７
年
３
月
31
日
ま
で

●
応
募
要
件
　
平
日
の
会
議
に
出
席

　
で
き
る
人

《
❷
内
子
町
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

　ス
テ
ム
目
標
設
定
・
監
査
委
員
》

ま
ち
の
環
境
を
守
る
取
り
組
み
を
考
え
る

各
種
委
員
を
募
集
し
ま
す

●
場
所
　
内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
講
師
　
阿
部
豪ご

う

さ
ん（
㈱
野
生
鳥

　
獣
対
策
連
携
セ
ン
タ
ー
）

●
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。（
定
員
各
40
人
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

農
林
振
興
課
　
林
業
振
興
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
２
３

　
農
地
を
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
被
害
か

ら
守
る
た
め
に
、
鳥
獣
対
策
に
つ
い

て
学
ぶ
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

●
開
催
日
　
３
月
23
日（
土
）

▽
午
前
の
部
　
午
前
10
時
～
正
午
／

　
内
容
　
農
家
向
け
の
獣
害
対
策

▽
午
後
の
部
　
午
後
１
時
～
３
時
／

　
内
容
　
猟
師
向
け
の
わ
な
猟
講
座

獣
害
か
ら
大
切
な
農
地
を
守
る
た
め
に
―
―

農
家
と
猟
師
に
向
け
た
講
演
会

《内子町子育て支援センター》
●親子遊び「きのこっこ」
▷日時　第２・４水曜日　午前10時～ 11時
▷場所　小田保健センター
▷対象　未就園児とその保護者
●乳幼児学級
▷日時　第３月曜日　午前10時～ 11時
▷場所　内子町子育て支援センター
▷対象　未就園児とその保護者（20組程度）
▷申込期間　４月１日（月）～
【問い合わせ】
☎０８９３（４４）６３５５

　未就園児とその保護者が利用できる「子育て支
援クラブ」の利用者を募集します。希望する人は
各施設へお問い合わせください。

内子の内子の子育て支援クラブ子育て支援クラブ
《五十崎児童館きらり》

●親子クラブ「きらりん」
▷日時　第２・４木曜日　午前10時～ 11時
▷対象　未就園児とその保護者
※８月は休み。実施日は変更することがあります。
●子育てサークル☆きらり
▷日時　第１金曜日　午前10時～ 11時
▷対象　子育て中の保護者
【問い合わせ】
☎０８９３（４４）２００１

《内子児童館》
●遊びの広場「にっこにこ」
▷日時　第１・３木曜日　午前10時～ 11時
※８月は休み。時間は内容により変更があります。
▷対象　０歳～３歳
▷内容　親子の触れ合い遊び、子育ての相談他
※登録不要。自由に遊びに来てください。
【問い合わせ】
☎０８９３（４４）３１０１

町からのお知らせ
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コラム＊ねんきん瓦版

　国民年金などについて、65歳になったら次の
ような手続きが必要となります。あなたに該当
するものをご確認ください。
《老齢基礎年金を請求する人》
　老齢基礎年金は、10年以上の受給資格期間が
あれば65歳から受給できます。受け取る権利を
得ても、受給が自動的に始まるわけではありま
せん。忘れずに年金の請求手続きをしましょう。
《特別支給の老齢厚生年金を受給している人》
　60代前半から特別支給の老齢厚生年金を受
けていた人が65歳になったときは、新たに老齢
基礎年金と老齢厚生年金を受けることになりま
す。この場合は「年金請求書（国民年金・厚生
年金保険老齢給付）」の提出が必要です。
《障害基礎年金を受給している人》
　障害基礎年金を受けている人が65歳になり、
老齢厚生年金を受けられるようになった場合、

両方の年金を受けることができるので、年金の請
求手続きをしてください。
　公的年金は原則、いずれか１つの年金を選択し
ますが、65歳以後は特例的に２つの年金を受ける
など、年金の組み合わせを選択できる場合がありま
す。詳しくは年金事務所へお問い合わせください。
《66歳以降に年金を受け取りたい人》
　老齢年金は受給を66歳以降に繰り下げること
ができます。請求する時点に応じて年金額が増額
され、その増額率は生涯変わりません。繰り下げ
受給を希望する場合は65歳で請求せず、希望する
受給率の年齢になってから請求しましょう。
【問い合わせ】
○松山西年金事務所
☎０８９（９２５）５１０５
○住民課　国民年金係
☎０８９３（４４）６１５２

65歳になったら
年金の手続きをお忘れなく――

　
旧
髙
橋
家
住
宅
は
昨
年
、
国
の
登

録
有
形
文
化
財
指
定
の
答
申
を
受
け

ま
し
た
。
登
録
に
あ
た
っ
て
評
価
さ

れ
た
点
な
ど
、
建
物
の
歴
史
や
魅
力

を
学
べ
る
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

●
日
時
　
３
月
24
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
場
所
　
髙
橋
邸

●
講
演
　「
髙
橋
邸
の
建
造
物
の
歴

　
史
と
魅
力
～
ど
こ
を
み
た
ら
分
か

　
木
蝋
の
原
料
で
あ
る
ハ
ゼ
ノ
キ
を

使
っ
た「
櫨は

じ
ぞ
め染

」の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
き
ま
す
。染
め
て
み
た
い
素
材
の

持
ち
込
み
も
で
き
ま
す
。
富
と
幸
せ

を
も
た
ら
す
と
し
て
愛
さ
れ
て
き
た

黄
金
色
を
染
め
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
３
月
24
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

●
場
所
　
木
蝋
資
料
館
上
芳
我
邸

●
参
加
費

▽
綿
ス
ト
ー
ル
　
４
０
０
０
円

▽
ウ
ー
ル
ス
ト
ー
ル
　
５
０
０
０
円

▽
持
ち
込
み
の
場
合
　
３
０
０
０
円

　（
１
０
０
㌘
ま
で
）

●
定
員
　
６
人

※
要
予
約
、
先
着
順

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

八
日
市
・
護
国
町
並
保
存
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）５
２
１
２

木
蝋
の
歴
史
も
学
べ
る
草
木
染
め
体
験

「
ハ
ゼ
ノ
キ
で
染
め
て
み
よ
う
」

　
る
の
か
～
」
／
講
師
　
江
面
嗣
人

　
さ
ん（
岡
山
理
科
大
学
建
築
歴
史

　
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
）

●
入
場
料
　
無
料

●
定
員
　
30
人
程
度

●
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

町
並
・
地
域
振
興
課
　伝
統
文
化
施
設
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
８

国
の
登
録
有
形
文
化
財
へ
―
―

髙
橋
邸
の
魅
力
が
分
か
る
講
演
会

ま
ち
の
環
境
を
守
る
取
り
組
み
を
考
え
る

各
種
委
員
を
募
集
し
ま
す

好みの素材で染めてみよう
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【
相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
】

○
児
童
の
相
談

　
こ
ど
も
支
援
課
　
児
童
福
祉
係

☎
０
８
９
３
（
２
３
）
９
２
５
５

○
障
が
い
者
・
高
齢
者
の
相
談

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
４

　
身
元
調
査
と
は
、
結
婚
や
就
職
な

ど
の
と
き
に
、
本
人
や
家
族
に
関
す

る
情
報
を
、
本
人
の
知
ら
な
い
と
こ

ろ
で
調
べ
る
こ
と
で
す
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
や
結
婚
差
別
、
就
職
差

別
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
内
子
町
で
は「
身
元
調
査
お
こ
と

わ
り
運
動
」を
進
め
て
い
ま
す
。
人
権

侵
害
に
つ
な
が
る
調
査
を
な
く
し
、一

人
一
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
心
豊

か
な
内
子
町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

自
治
・
学
習
課
　
生
涯
学
習
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

②
５
年
４
月
１
日
以
降
に
内
子
町
に

　
妊
娠
の
届
出
を
し
た
妊
婦

③
住
民
税
非
課
税
世
帯
も
し
く
は
同

　
等
の
所
得
水
準
世
帯
、
ま
た
は
生

　
活
保
護
受
給
者
世
帯
の
人

●
助
成
金
の
額
　
上
限
１
万
円

●
申
請
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
あ

　
る
申
請
書
に
記
入
し
て
提
出

※
詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
６
１
５
５

　
児
童
や
障
が
い
者
、
高
齢
者
へ
の

虐
待
は
、
さ
さ
い
な
こ
と
が
積
み
重

な
っ
て
問
題
が
深
刻
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
虐
待
を
早
期
に
発
見
す

る
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が

必
要
で
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

虐
待
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
相
談

窓
口
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
者

の
情
報
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

《
虐
待
の
兆
候
》

▽
子
ど
も
の
鳴
き
声
や
大
人
の
怒
鳴

　
り
声
が
聞
こ
え
る

▽
体
に
あ
ざ
や
傷
が
あ
る

▽
暴
言
を
吐
か
れ
て
い
る

▽
ひ
げ
や
髪
が
伸
び
る
な
ど
不
衛
生

　
な
姿
で
、介
護
を
放
棄
さ
れ
て
い
る

　
３
月
１
～
７
日
は「
春
季
全
国
火

災
予
防
運
動
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

風
が
強
く
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
季

節
で
す
。
次
の
点
に
注
意
し
て
火
災

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

《
火
災
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
》

▽
寝
た
ば
こ
を
し
な
い

▽
ガ
ス
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、

　
必
ず
火
を
消
す

▽
火
を
使
う
器
具
の
周
り
に
、
燃
え

　
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

▽
風
が
強
い
と
き
や
乾
燥
し
て
い
る

　
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い

▽
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
消
防
署

☎
０
８
９
３
（
４
３
）
０
１
１
９

　
低
所
得
の
妊
婦
の
経
済
的
な
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、妊
娠
判
定
の
た
め

の
初
回
産
科
受
診
料
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
次
の
①
～
③
を
全
て
満

　
た
す
人

①
５
年
４
月
１
日
以
降
に
産
科
で
初

　
回
の
妊
娠
判
定
を
受
け
、
診
断
費

　
用
を
自
費
で
負
担
し
た
人

　
事
故
に
よ
る
け
が
で
通
院
・
入
院

し
た
場
合
に
見
舞
金
を
支
払
い
ま
す
。

●
掛
け
金
　
大
人
７
０
０
円
／
子
ど

　
も
３
０
０
円（
平
成
21
年
４
月
２

　
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）

●
見
舞
金
の
支
払
額

※
交
通
事
故
証
明
書
が
な
い
場
合
の

　
支
払
額
は
２
分
の
１
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
方
法
　
申
込
書
と
掛
け
金
を

　
区
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

　
書
は
３
月
中
に
配
布
し
ま
す
。

※
３
月
31
日
ま
で
に
町
外
に
転
出
す

　
る
人
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
　
危
機
管
理
班

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
６
１
５
０

火
災
が
起
き
や
す
い
春
に

防
火
の
ポ
イ
ン
ト
を
再
確
認

非
課
税
世
帯
な
ど
の

妊
娠
判
定
費
用
を
助
成

加
入
し
て
万
一
に
備
え
よ
う

交
通
災
害
共
済
の
ご
案
内

身
元
調
査
お
こ
と
わ
り
運
動

で
差
別
の
な
い
内
子
町
へ

虐
待
を
見
つ
け
た
ら
―
―

ま
ず
は
相
談
窓
口
へ
連
絡
を

誰もが人権を尊重される
内子町を目指そう

等
級

災
害
の
程
度

支
払
額

１

死
亡

１
０
０
万
円

２

治
療
実
日
数
が

２
０
０
日
以
上

15
万
円

３

同
１
０
０
日
以
上

２
０
０
日
未
満

12
万
円

４

同
70
日
以
上

１
０
０
日
未
満

10
万
円

５

同
50
日
以
上

70
日
未
満

８
万
円

６

同
30
日
以
上

50
日
未
満

６
万
円

７

同
16
日
以
上

30
日
未
満

３
万
円

８

同
７
日
以
上

16
日
未
満

２
万
円

くらしの情報
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ち
り
め
ん
漁
や
真
珠
の
玉
出
し
な

ど
、ふ
る
さ
と
愛
媛
の
良
さ
を
体
験
す

る
小
学
生
向
け
の
講
座
を
開
き
ま
す
。

●
活
動
期
間
　５
月
～
７
年
２
月

●
対
象
　
小
学
１
～
６
年
生

●
募
集
開
始
日
　
３
月
３
日（
日
）

●
定
員
　
40
人

●
参
加
費
　
各
講
座
２
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
ひ
め
教
育
技
術
研
究
所

　shindo.akihide@
toss2.com

●
日
時
　
３
月
６
日（
水
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

●
相
談
担
当
　
幸
田
裕ゆ

う
じ司
さ
ん（
心

　
理
療
法
士
）

《
②
小
田
保
健
セ
ン
タ
ー
》

●
日
時
　
３
月
25
日（
月
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

●
相
談
担
当
　
池
田
有ゆ

き紀
さ
ん（
臨

　
床
心
理
士
）

《
①
②
共
通
事
項
》

●
対
象
　
本
人
ま
た
は
家
族

●
相
談
時
間
　
１
人
１
時
間
程
度

●
申
込
方
法
　
相
談
日
の
前
日
ま
で
に

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
５

あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

宇
和
島
産
業
技
術
専
門
校

☎
０
８
９
５
（
２
２
）
３
４
１
０

　
保
健
セ
ン
タ
ー
の「
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
日
」
で
は
、
臨
床
心
理
士
な

ど
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
①
五
十
崎
保
健
セ
ン
タ
ー
》

　「
内
子
町
い
か
ざ
き
小
田
川
は
ら
っ

ぱ
基
金
活
用
事
業
」
は
、
小
田
川
流

域
に
つ
い
て
の
学
習
会
や
保
全
活
動

な
ど
に
対
す
る
助
成
制
度
で
す
。
同

事
業
の
活
用
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

●
申
込
期
限
　
４
月
５
日（
金
）

※
対
象
や
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

建
設
デ
ザ
イ
ン
課
　
管
理
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
７

　
伝
統
的
な
も
の
づ
く
り
の
技
術
と

知
識
を
学
ぶ
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
訓
練
期
間
　
５
月
15
日（
水
）
～

　
７
年
２
月
28
日（
金
）

●
科
目
　
住
ま
い
づ
く
り
木
工
科
、

　
ア
パ
レ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科

●
応
募
方
法
　募
集
期
間
内
に
ハ
ロ
ー

　
ワ
ー
ク
へ
入
校
願
書
を
提
出

●
募
集
期
間
　
３
月
11
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
～
４
月
12
日（
金
）

●
試
験
内
容
　
筆
記
試
験
、
適
性
検

　
査
、
面
接

●
料
金
　
入
校
料
・
授
業
料
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
自
己
負
担
が

「
は
ら
っ
ぱ
基
金
」を
活
用
し
て

き
れ
い
な
小
田
川
を
守
ろ
う

火
災
が
起
き
や
す
い
春
に

防
火
の
ポ
イ
ン
ト
を
再
確
認

一
人
で
悩
ま
な
い
で
―
―

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

集

募魅
力
を
体
験
、発
信
し
よ
う

「
え
ひ
め
子
ど
も
観
光
大
使
」

過去のちりめん漁の様子

宇
和
島
産
業
技
術
専
門
校
の

訓
練
生
を
募
集

　内子町を拠点に活動する社会人吹奏楽
団が定期演奏会を開催します。
●日時　３月17日（日）午後２時開演
●場所　内子町共生館
●曲目　バレエ組曲『火の鳥』、６年度全
　日本吹奏楽コンクール課題曲　他
●入場料　無料
【問い合わせ】
ウインドアンサンブルカイツ代表　新本
☎０９０（８６９９）４１４５

ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　カイ
ツ

第
14
回

定
期
演
奏
会

定
期
演
奏
会

知

ら

せ

お

加
入
し
て
万
一
に
備
え
よ
う

交
通
災
害
共
済
の
ご
案
内
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内子町社会福祉協議会　☎０８９３（４４）３８２０Vol.Vol.８８

　　

　高齢者世帯の自宅を訪問する見守り活動を
12月19日、社協五城分会が行いました。
　同分会では民生児童委員や見守り推進委員と
連携して、サロン活動支援や自宅訪問などを通
じた高齢者の見守り活動を重点的に実施してい
ます。今回は分会では初の試みとして、年末の活
動に合わせて配布する餅を用意しました。会員
や各委員、地区の有志などが協力して早朝から
餅つきやパック詰めを行い、紫芋やトウキビなど
が入った餅が完成。75歳以上の約150世帯を訪
問し、餅を手渡しながら声掛けをしました。受け
取った皆さんは「ありがとう」「これでいい正月
を迎えられそう」と笑顔で応えていました。

　５年10月１日から行った赤い羽根共同募金
運動では、自治会や企業、商店主や学校関係者
などの皆さんの温かいご協力で、目標額の500
万円を超える寄付が集まりました。ありがとう
ございました。
　寄附金は全額、愛媛県共同募金会に送金して
おり、県内の児童福祉施設や社会福祉施設など
に配分されます。内子町社会福祉協議会にも一
部配分され、主に自治会配分金事業や７地区社
協分会への活動助成金などに活用する予定で
す。今後ともご協力をお願いします。

赤い羽根共同募金のお礼
●赤い羽根共同募金運動実績

項目 金額（円） 協力団体など

戸別募金 2,979,680 41自治会

街頭募金 30,053 ボーイスカウト内子支団

法人募金 1,389,800 ７地区社協

学校募金 36,141 園児、児童、生徒

職域募金 492,281 町職員、教職員、民生児童
委員、社協職員他

その他　 122,574 ガチャポン募金、バッジ募金他

合計 5,050,529

高齢者の皆さんの見守り活動をしています
―社協五城分会　活動レポート―

　社協分会は皆さんからお預かりした会費
の他、まごころ銀行や赤い羽根共同募金の
配分金などを活用して、地域での福祉活動
を行っています。五城分会で初めての餅配
りは一日がかりとなりましたが、皆さんと
楽しく作業ができました。私たちにできる
ことはささやかですが、地域で安心して暮
らすための取り組みを、今後も皆さんと一
緒に考えたいです。ご協力をお願いします。

内子町社会福祉協議会五城分会
分会長　池田　匠

く み こ

子さん

◀
餅
つ
き
に
参
加
し
た
皆
さ
ん

安心の暮らしのためにできることを

くらしの情報
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ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間
　
平
日
の
午
前
９
時
～

　
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時

●
相
談
方
法
　
ま
ず
は
お
電
話
く
だ

　
さ
い
。
相
談
担
当
者
か
ら
電
話
を

　
か
け
直
し
ま
す
。

【
相
談
・
問
い
合
わ
せ
】

四
国
財
務
局
　
多
重
債
務
者
相
談
窓
口

☎
０
８
７
（
８
１
１
）７
８
０
１

　
愛
媛
県
で
は「
旧
優
生
保
護
法
」

に
基
づ
き
、
優
生
手
術
な
ど
を
受
け

た
人
に
支
給
す
る
一
時
金
の
受
付
・

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
請
求
期
限
　
４
月
23
日（
火
）

●
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
正

　
午
、
午
後
１
時
～
５
時
15
分

※
土
日
祝
日
を
除
き
ま
す
。
来
所
で

　
相
談
す
る
場
合
は
、
事
前
に
電
話

　
予
約
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
健
康
増
進
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
４
０
５

●
一
次
試
験
日
　
５
月
26
日（
日
）

●
試
験
会
場
　
愛
媛
労
働
局

●
試
験
区
分
　

▽
労
働
基
準
監
督
Ａ（
法
文
系
）

▽
労
働
基
準
監
督
Ｂ（
理
工
系
）

●
申
込
期
限
　
３
月
25
日（
月
）

※
受
験
資
格
や
申
込
方
法
な
ど
の
詳

　
細
は
、厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
労
働
局
総
務
課

☎
０
８
９
（
９
３
５
）５
２
０
０

　
四
国
財
務
局
で
は
、
借
金
を
抱
え

て
悩
ん
で
い
る
人
の
た
め
に
無
料

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
必

要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
や
司
法
書
士

な
ど
の
専
門
家
の
紹
介
も
し
て
い

　
若
者
の
採
用
に
積
極
的
な
県
内
企

業
に
よ
る
合
同
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

●
日
時
　
３
月
15
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
５
時

●
場
所
　
松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
若
年
者
を
採
用
予
定
の
25

　
社
が
参
加
予
定

●
対
象
　
愛
媛
県
内
の
企
業
に
就
職

　
を
希
望
す
る
、
お
お
む
ね
35
歳
未

　
満
の
人
と
そ
の
保
護
者

●
参
加
費
　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

㈱
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
松
山
支
社

☎
０
７
０
（
１
７
４
６
）５
３
３
３

　ehim
e-jakunen@

lec-jp.com

　
労
働
基
準
監
督
官
は
法
令
に
基
づ

き
、
あ
ら
ゆ
る
職
場
の
労
働
条
件
や

働
く
人
の
安
全
な
ど
の
確
保
・
向
上

を
図
る
国
家
公
務
員
で
す
。
６
年
度

の
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

《
わ
い
わ
い
喫
茶
》

●
日
時
　
４
月
２
日（
火
）
午
後
１

　
時
～
４
時
30
分

●
参
加
費
　
無
料

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
福
祉
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
４
１
０

　
近
い
将
来
、
発
生
が
予
想
さ
れ
る

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
、
愛
媛
県

で
は
準
備
物
な
ど
を
ま
と
め
た
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
は
、

建
物
の
倒
壊
や
津
波
で
大
き
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
自
分
や
大
切
な

人
の
命
を
守
る
た
め
、
災
害
へ
の
備

え
を
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
防
災
危
機
管
理
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
３
２
５

知

ら

せ

おう
ち
こ
福
祉
館
の
行
事
案
内

労
働
基
準
監
督
官

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

多
重
債
務
で
困
っ
た
ら

ま
ず
は
無
料
の
相
談
窓
口
へ

旧
優
生
保
護
法
に
関
す
る

一
時
金
相
談
窓
口
に
つ
い
て

大
地
震
へ
の
備
え
を

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
確
認

県
内
の
企
業
が
集
ま
る

合
同
説
明
会
を
開
催

６年度のパンフレット

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
こ
ち
ら

か
ら
確
認
で
き
ま
す
▼

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
▼

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
▼



人のうごき（敬称略／１月６日～２月５日届出分、許可をいただいた人のみ掲載しています）
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日時：18（木）の午前10時～午後３時30分
場所：内子自治センター　※相談は予約制です。
予約・問い合わせ：松山西年金事務所

☎089（925）5110

●年金１日相談

日時：９（火）の午前９時30分～正午
場所：町民会館／内子分庁／小田自治センター
問い合わせ：総務課　☎0893（44）6150

●行政相談

日時：16（火）の午前９時30分～正午
場所：内子分庁
※心配ごと相談は予約制です。前日までに電話でお申
し込みください。

問い合わせ：内子町社会福祉協議会　☎0893（44）3820

●心配ごと相談

月の相談日・救急当番医４

日 医院名 電話番号
７（日）みかんこどもクリニック（八幡浜市） 0894（20）8800
14（日）八幡浜一次救急休日・夜間診療所 0894（24）1199
21（日）大洲ななほしクリニック 0893（25）7710
28（日）おおむら小児科（内子町） 0893（44）7117
29（月）守口小児科（八幡浜市） 0894（24）7770

●小児在宅当番医

※けがなどの外科治療は、救急病院をご利用ください。

日時：９（火）の午前９時30分～正午
場所：内子自治センター
問い合わせ：住民課　☎0893（44）6152

●人権相談

診療科目 診療時間

内科
○昼間：午前９時～午後６時（日曜・祝日）
○夜間：午後７時～ 10時（平日、土・日曜日）

●大洲喜多休日夜間急患センター    ☎0893（23）1156

※当センターの診療は応急措置のみです。休日や夜間に急に
具合が悪くなった、中学生以上の人が受診できます。

曜日 病院名 電話番号
月・火 市立大洲病院 0893（24）2151

水
日中：加戸病院 0893（44）5500
夜間：喜多医師会病院 0893（25）0535

木 日中：大洲記念病院 0893（25）2022
夜間：市立八幡浜総合病院 0894（22）3211

金・土 大洲中央病院 0893（24）4551

日
日中：大洲中央病院 0893（24）4551
夜間：市立八幡浜総合病院 0894（22）3211

●救急病院

お元気ですか
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月の健康カレンダー４
●母子保健

【問い合わせ】
内子町保健センター
☎０８９３（４４）６１５５

日 受付時間 場所 対象

19（金）午後０時45分
～１時15分

内子保健
センター

３年２月・ ３月
生まれ

３歳児健康診査

日 受付時間 場所 対象

12（金）
午前９時30分
～ 11時

五十崎保健センター
乳幼児

16（火） 内子保健センター

育児相談

日 受付時間 場所 対象

18（木）午後１時
～１時15分

内子保健
センター

４年８月・ ９月
生まれ

１歳６カ月児健康診査

日 受付時間 場所 対象

24（水）午前９時30分
～ 10時

内子保健
センター

５年２月・ ３月
生まれ

１歳Ｃｏｍｅかむ教室（むし歯予防教室）

日 受付時間 場所 対象

25（木）午前９時45分
～ 10時

内子保健
センター

５年 11月・12月
生まれ

離乳食教室

申し込みは４月10日まで――
健康のために、年に一回は健診を受けましょう

《健診は毎年受けましょう》
　皆さんは定期的に健診を受けていますか。健診
を毎年受けることで、糖尿病・高血圧・肝機能障
害・慢性腎臓病など、さまざまな病気のリスクを
発見できます。「自分は大丈夫」と思わず、年に
一回は必ず受けましょう。
《３月に届く案内を確認》
　健診の対象者がいる世帯には、案内文書が３月
上旬に届きます。必ず内容を確認して、早めにお
申し込みください。
●申込方法　案内文書に同封の申込書か、電話で
お申し込みください。集団健診はウェブサイト
からも予約できます。

○内子町健診コールセンター
（平日午前９時～午後５時）

☎０８９３（５７）６３７０
●申込期限　４月 10 日（水）

《健診に関するＱ＆Ａ》
Ｑ❶　持病で通院しているから、健診は受けな
　くていい？
→治療中でない検査項目から新たな病気が発見
されることもあります。健診はかかりつけの
病院でも受けられます。

Ｑ❷　忙しくて受ける時間がないんだけど？
→健診は１時間程度で終わります。病気を重症
化する前に発見できれば、治療にかかる時間
と費用を抑えられます。

Ｑ❸　痩せていて健康に自信があるから大丈夫？
→痩せていても体質や遺伝などの影響で、生活
習慣病のリスクが高い場合があります。病気が
原因で痩せることもあるので、油断は禁物です。
Ｑ❹　具合が悪くなったときに受診すればいい？
→症状が出たときにはすでに重症化している可
能性があるので、早期発見が大切です。

Ｑ❺　受診には料金がかかるの？
→国民健康保険・後期高齢者医療保険の加入者
は、受診費用は無料です。社会保険などの場
合も一部助成があります。▶区長便の場合、案内は緑

色の封筒で届きます

▶こちらの専用サイトからも
健診の申し込みができます



町内無線放送が聞き取れなかった
場合はお電話ください。

通話料無料の
フリーダイヤル
☎０１２０（４４）２１３０
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記
幸

　
２
月
９
日
に
開
か
れ
た「
第
50
回
子
ど
も
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」（
11
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）
で
、

内
子
小
学
校
の
髙
岡
海
成
さ
ん
と
宇
都
岡
奏
沙

さ
ん
が
、
６
年
連
続
１
位
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
練
習
か
ら
本
番
ま
で
同
級
生
と
競
い
合
っ

て
き
た
髙
岡
さ
ん
は「
お
互
い『
負
け
な
い
ぞ
』

と
話
し
て
い
た
。
途
中
、
リ
ー
ド
さ
れ
て
焦
っ

た
け
れ
ど
、
体
力
に
は
自
信
が
あ
る
か
ら
、
ラ

ス
ト
ス
パ
ー
ト
で
絶
対
抜
い
て
や
る
と
思
っ

た
」と
、最
後
は
２
位
に
13
秒
差
を
つ
け
て
ゴ
ー

ル
。「
沿
道
か
ら
の
応
援
が
力
に
な
っ
た
」と
声

を
弾
ま
せ
ま
す
。
宇
都
岡
さ
ん
は
家
族
と
練
習

を
重
ね
て
本
番
に
臨
ん
だ
と
い
い
「
２
人
の
姉

も
６
連
覇
し
て
い
て
、
私
も
絶
対
に
し
た
い
と

思
っ
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。「
父
か
ら『
頑
張

り
す
ぎ
る
と
腕
の
振
り
が
悪
く
な
る
か
ら
、
肩

の
力
を
抜
い
て
走
ろ
う
』
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
っ
た
。
３
姉
妹
で
達
成
で
き
て
う
れ
し
い

し
、
ほ
っ
と
し
た
」と
表
情
を
緩
ま
せ
ま
す
。

　
今
後
の
目
標
に
つ
い
て「
中
学
生
に
な
っ
て

も
運
動
を
頑
張
り
た
い
」
と
話
す
２
人
。
サ
ッ

カ
ー
を
し
て
い
る
髙
岡
さ
ん
は「
ポ
ジ
シ
ョ
ン

は
ボ
ラ
ン
チ
。
運
動
量
が
多
い
か
ら
す
ご
く
鍛

え
ら
れ
た
し
、
マ
ラ
ソ
ン
で
の
優
勝
も
自
信
に

な
っ
た
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。
宇
都
岡
さ
ん
は

「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
中
学
校
で
も
続
け
た

い
。
部
で
内
子
町
の
駅
伝
大
会
に
出
て
、
区
間

賞
を
取
っ
て
み
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
髙
岡
　
海か

い
せ
い成

さ
ん（
内
子
小
６
年
）＝
内
子
７
＝
　
　

宇
都
岡
奏か

な

さ沙
さ
ん（
内
子
小
６
年
）＝
内
子
18
第
１
＝

目
標
に
向
け
て
走
り
抜
け
た
２
人

マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
男
女
そ
ろ
っ
て
６
連
覇

◎内子小学校のグラウンドで、６年連続１位の盾を手にした２
人。「走るのは小さい頃から得意だった」と口をそろえます

広報うちこ   2024. 3 28

▽
私
事
で
す
が
、
２
月
に
三

男
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
い
つ

ま
で
見
て
い
て
も
飽
き
な
い

兄
弟
の
楽
し
い
や
り
取
り

が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
に
ぎ

や
か
に
な
り
そ
う
で
す
。
私

と
違
っ
て
し
ゃ
ん
と
し
た
顔

を
し
て
い
ま
す
。
大
変
さ
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の

成
長
が
楽
し
み
で
す
（
史
）

▽
大
瀬
中
学
校
の
こ
お
ろ
ぎ

フ
ァ
ー
ム
見
学
を
取
材
し
ま

し
た
。「
コ
オ
ロ
ギ
食
べ
て
み

た
い
人
」
と
聞
か
れ
、
手
を

挙
げ
る
生
徒
た
ち
に
び
っ
く

り
。
取
材
前
か
ら
コ
オ
ロ
ギ

に
ビ
ビ
っ
て
い
た
私
は
勇
気

が
出
ず
、
昆
虫
食
デ
ビ
ュ
ー

を
見
送
り
ま
し
た
（
花
）

住
人
十
色

第 

171 

回
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